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1.は じめに

 日本語 と韓国語は文法、語順 、語彙などがほぼ同 じである。そのため、各言語

に翻訳する時、そのまま直訳 しても大きく間違った文章にはな らないのである。

だが、決ま り文句は直訳 したら、もう決ま り文句には使 えない文章になって しま

う場合が多い。日本語 と韓国語は決ま り文句において差がある とい うことである。

 決 ま り文句 の意味の正義 は 「いっも決まって使われ る文句。 ある場合に習慣的

に使 われる、型にはまった言葉。無難であり、実用上便利であるが、他方、新鮮

味に欠 け、没個性的 であることが注意 され る。」である。決ま り文句は人々が 日常

生活 の中で無意識 に使 ってい る言語 中、もっとも多 く使われてい るとい うことで

ある。今 レポー トで、決ま り文句は属 している言語の特徴をよ りよく反映 してい

る と言 う考 えに基づいて、 日本語 と韓国語の決ま り文句を比較、分析 し、言語の

特徴を考察 したい。

2,決 塞 り文句の研究

 決ま り文句にはいろいろな種類がある。今回は挨拶語、ある特 定の状況につい

ての決ま り文句、 目本 でのみ使われる決 ま り文句、韓国でのみ使 われ る決ま り文

句で分け、その分類に したがって進めていきたい と思 う。

2.1挨 拶後の決 塞 》文句

  ① おはようございます/お はよう

  ② こんにちは

  ③ こんばんは
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  ④ おやすみな さい/お やすみ

  (1)勉 男苛λ¶豆? [アンニ ョンハセ ヨ]/(～}層?  [アンニ ョン]

  (2)勉 層司 手早矧豆  [ア ンニ ョンヒジュムセ ヨ] /書 スト [チ ャルザ]

 ①、②、③は会 う時の決ま り挨拶語である。朝に会った時は①、昼には②、夜

には③ を使 うようになっている。①は昔の言葉つきで、意味はくお早めにいらっ

しゃいますね 〉である。敬語 を使わない場合は後ろが省略 され、ただ、〈お早 め

に〉になる。① を韓国語に直訳 した ら、決ま り挨拶語にはならない。韓国語では

日本語の ように省略 した文はまともな文章にもならず、使 えなくなるのである。

② と③ は漢字で書 くと、②は〈今 日は ⊂キョウハ]〉 、③ はく今 日の夜は〉にな

って しまい、後ろの部分が省略 されていると考えられ る。やは りこれ らも韓国語

の挨拶語 としては使 えないのである。それに対 して、韓国の会 う時の挨拶である

(1)は、時間を考えずに使 える挨拶語である。(1)を 日本語に直訳 した ら、<安 寧

しますか〉になる。 これは名詞 と形容動詞に関 しての文法の差で、 日本語の文法

に合わせた らく安寧ですか〉になる。敬語でない場合は 日本 と同 じく、後ろが省

略 されて、ただのく安寧 〉になる。 これは 日本で普通に使 う決ま り挨拶語にはな

れないのである。④は寝 る時の挨拶語である。これ を韓国語に直訳す ると、寝る

時の挨拶 とい うよ りは労働が終わ り、休みになってす る挨拶のよ うなニュアンス

がある。つま り、別 の状況 に使 う決ま り文句 になって しま うのである。(2)も 寝る

ときの挨拶語であるが、これ を日本語 に直訳 した らく安寧にお眠 りにな りな さい

〉になる。敬語ではない場合は〈よく寝て〉になる。 これは、意味は通 じるが決

ま り文句 にはなれ ないのである。

  ⑤ さよ うな ら

  ⑥ またね

  (3)空 且スト [トボザ]

  (4)A : 勉層司 フ圃 豆  [アンニ ョンヒガセ ヨ]

    B : 勉遇司 刈魂豆  [アンニ ョンヒゲセ ヨユ

 ⑤ 、⑥ は 目本で使われ る別れる時の挨拶語である。⑤は元々 「さよ うな らば別

れん」 とい う文章だ と思われ る。っま り、⑤は昔の言葉つきが残 っていて、また

省略 されている場合であ る。意味はくそれでは〉と似ている。 これ もやは り、韓

国語の決 ま り文句にはなれない。⑥は友達同士で使 う挨拶語である。⑥ も省略 さ

れている文で、「ね」の前 に省略 されている文章が入る。原型は 「また会いましょ

うね」だ と考え られ る。韓国にも⑥ と似てい る決ま り挨拶語がある。それは(3)

で、それの直訳 はくまた見ま しょうね 〉である。韓国は 「見る」 とい う単語を、

「会 う」の代わ りに使 う場合が結構ある。韓国は 「会 う」 と 「見る」をく会 う〉

とい う意味で受けるこ とができ、⑥が省略 されていない場合は韓国でも決ま り文

句で使 えるのである。 だが、 日本で 「会 う」 と 「見 る」は別の言葉であ り、(3)
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は 日本の決ま り挨拶語 にはなれないのである。(4)の会話も別れるときの挨拶であ

る。この会話はBがAの 家に招待 されて、今、帰ろ うとしている時のものである。

Aの 意味は〈安寧 に行って くだ さい〉で、Bは く安寧 にい らっしゃって ください

〉である。順番 は関係な く、先に帰る人はBの 挨拶 を、残る人はAの 挨拶をす る。

それ にもし、道ですれ違い会って、別れるときは、両方Aの 挨拶をす るよ うにな

っている。この ような挨拶は 日本にはないのである。(4)を日本語に翻訳するとき、

両方 ともただ、「さような ら」になって しま うのである。

  ⑦A:行 ってきます

    B : いってい らっ しゃい

  ⑧A:た だいま

    B : お帰 りな さい

 (5) A : u}1斗皇裁告日叫 [タニ ョオゲ ッスムニダ]

    B : 琶 じ糊 皇補且  [チャルダニ ョオセ ヨ]

 (6) A : 1斗レ1毅含目叫  [タニ ョワッスムニダ]

    B : τ斗囲皇頚酬皇? [ダニョオシ ョッソヨ]

 ⑦、⑧、(5)、(6)は 家を出る時 と家に帰 った時の挨拶語で、⑦ のA、Bは(5)

のA、Bと 、⑧のA、 Bは(6)のA、 Bと 同 じ場合に使 うのであ る。韓国語でも日

本語 でも両方の意味は通 じる し、型 も似ているが、直訳の意味は違 う。韓国には

「行 く」の代わ りに 「通 う」の単語 を使っている。それで、(5)のAは く通ってき

ます 〉にな り、Bは くよく通ってい らっ しゃい〉になるのである。日本で(5)は 挨

拶語になれ ない。その反面、韓国では⑦は十分使 える。だが、子供 っぽい感 じで、

す ぐ近 くの、ある場所に行 って数分以内に戻って来れ るよ うなニュアンスがある。

⑧のAに は省略が使 われ、韓国語の決ま り文句 にはなれない。それに省略された

と思われる文はくただいま戻 りま した〉で、 これは韓国語では 「いつ戻 りました

か?」 とい う質問に当たる答えで しかなれない。Bも やは り少 し感 じが違 う。韓

国でBは 挨拶 とい うよ りは命令文になって しま うのである。(6)のAも 「通 う」が

使われ、〈通ってきま した 〉とい う意味になる。Bの 意味はく通ってきましたか

〉にな り、両方 とも日本語の決ま り文句 にはな らないのである。

  ⑨ 明けま しておめでとうございます

  (7)川 胡 耳 鴇01魁 皇補a [セヘボクマニバ ドセ ヨ]

 ⑨ と(7)は 日本 と韓国のお正月の決ま り文句である。⑨の意味は〈(新 しい 日

(年)が)明 けて、おめでとうございます〉で、(7)の 意味はく新 しい年(日)、 福

た くさん もらって くだ さい〉である。両方 とも新年 の雰囲気が入っているのであ

り、意味も通 じる。だが、日本人がお正月に(7)の 言い方 を聞いた ら不 自然だと思

うだろう。また韓国人もお正月に⑨の言い方 を聞いた ら何がそんなにめでたいの
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か、なぜ祝いの挨拶 をもらうのかわからな くなる。よって、(7)は 日本でのみ、⑨

は韓国でのみ しか決 ま り文句 として使えない。日本語 と韓国語 には 「お めでとう」

を使 える場合に対す る認識がす こし違 うとい うことである。

  ⑩ この度は ご愁傷 さまで した

  (8)ユ 剋潮 噌昇暑 咽日叫  [ゴインニ ミョンボグル ビムニダ]

 ⑩ と(8)は お葬式の決 ま り文句である。特に⑩ではあま り使わない漢字語まで現

れている。この単語は韓国で もあまり使わない単語で、これを韓国人に言 うと、

高学力でない人は、単語の意味が解 らないのである。意味が解っても、ただの状

況説明にな り、⑩ のままだった ら韓国では慰労にはな らないのである。(8)を 日本

語に直訳 したらく故人の冥福を祈 ります〉になる。 これは日本に もく冥福をお祈

りいた します 〉とい う形でよく使 う葬式の決 ま り文句である。ただ、何 を一番愛

用するかの差である。

2.2 状況につ いて⑳決蜜》文句

  ⑪ うそ!

  ⑫ 本当?

  ⑬ ありえない!

  (9)豊 王?圖! [マル ドアンデ]

  (10)層 豊?  [ジ ョンマル]

  (11)λ¶な朔! [セサンエ]

 ⑪、⑫ 、⑬、(9)、(10)、(11)は 信 じられないことを聞いた時の決 ま り文句であ

る。⑪は本当に相手が嘘をついているとい う意味ではない。ただ、決ま り文句だ

か ら、そ う言ってい るのである。それは⑫ と⑬ も同 じである。⑫はく私が今聞い

ているのが事実なのか 〉の意味で、⑬はくそ うい う可能性は低い 〉とい う意味で

ある。韓国では驚いた時、「嘘」とい う単語 は使わないが、似てい るよ うな意味の

(9)を使 っている。意味はく言葉にもならない〉である。目本 と同 じく、本当にそ

う思っているわけではない。ただ、そ う言 って、会話 の潤滑油になっているので

ある。(10)は ⑫に当た るが、意味は 「本当」ではない。「本 当」とい う漢字語は韓

国にはないのである。(10)の 意味は 「正 しい言葉?Jで 韓国語では 「本 当」の役

割 を果た してい る。(11)は 韓国にだけあると思われ る決ま り文句で、意味はく世

界 に〉である。韓国語では珍 しく、後ろが省略 されている決ま り文句で ある。原

型 は、「この世界 にそのよ うなことが起きるはずがない」だ と考え られ る。日本人

が(11)を 言われた ら`世 界に'の 続 きを期待するだろ う。
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2.3 日本だ けの決ま り文句

  ⑭ すみ ませ ん

 ⑭ は二つの意味がある。〈ごめんなさい〉とい う意味 と、<please>の 意味で

ある。 〈ごめんな さい 〉とい う意味の時は韓国も決ま り文句があるが、<please

>の 意味 も含 めている場合、韓国にはそれに当たる決 まり文句がない。⑭がくご

めんなさい〉とい う意味も持 っているとい うことは、声をかける時の<please>

はく声 をかけて ごめんな さいが 〉を意味 しているのかも知れない。そ うすれば、

これは周 りに迷惑 をかけない 日本人の性格が反映 しているのだと考 える。

  ⑮ どうぞ

  ⑯ どうも

 ⑮ と⑯は謙譲の表現で、よく使われている決ま り文句だが、省略 されている。

⑮は 「ど うぞお座 りくだ さい」、rど うぞめしあがって ください」 な どが省略 され

た文で、何かを進 める時にはいつも使える便利な言葉 である。だが、韓国には⑮

にあたる単語 だけでは使 うことが出来ない。⑯は 「どうもあ りがと うございます」

が省略 されていて、感謝を表現す る時は⑯を使 うことができる。 だが、韓国には

⑮ と⑯ のように副詞 だけな ら文章にならないので、決ま り文句にはならないので

ある。

2.4 韓国だけの決塞 リ文句

  (12)～ 奇著叫  [～ジュンヌンダ]

 (12)の意味はく死ぬ〉である。韓国人は何かがひ どすぎると感 じた時、(12)を

よく使 う。目本語に意訳 した ら「死ぬほ どだ」になる。例えば、「い らだって死ぬ」、

「好きで死ぬ」、 「おなかいっぱいで死ぬ」、「お金がなくて死ぬ」、 「幸せ で死ぬ」

な どである。 日本 は難 しいことや悪いことによく使 うが、韓国は悪いことだけで

はなく、いい ことにもよく使 う決ま り文句である。 これ以外にも韓 国は死に関 し

た言葉 が多い。 日本人 より表現が激 しいのである。

  (13)を 廿610ト 目叫  [ジャンナニアニダ]

 (13)の 意味は くいたず らではない〉である。 これはたいてい悪 口とともに使わ

れ、何かの状況が思った とお りではない時やひ どくて信 じられない場合、何かに

感嘆 した時に使 う。例 えば、大切な高い電子辞書が壊れた時、テス トの結果が思

ったよ り低い時、な どである。 日本にはこの場合 に使 う決ま り文句が特にないの

である。
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3.最 後に

 日本 と韓国の決 ま り文句 には差が多い。意味は通 じるが、決ま り文句 にな らな

い場合や、ま ともな文章にならなくて意味 も通 じない し、決ま り文句にもな らな

い場合 も多い。また、 日本 と韓国は使 う単語 がほぼ同 じだとされていることに対

し、 日本だけの漢字語や韓国だけ使 う漢字語 もあることが解 った。 だが、方言の

場合を考えなかったため、誤差や間違 った文があると思われる。

 それ に日本語 と韓国語の特徴も現れ た。 日本語の決ま り挨拶語には昔の言葉が

残 っている場合が多い し、省略 された文章 も多いのである。 日本人は縮小が好き

だ といわれてい る。機械 を縮小 して、持ち歩けるよ うにす る分野の産業は 日本が

世界で一番上手だ と言われている。また、 日本の庭は 自然 を縮小 し、家の中に入

れた ものであ り、E,は 木を小 さくしたものである。 日本人は言語 も小 さく、短

くしたのである。

 韓国語には激 しい表現が多いのである。実際、韓国人は気が短い性格の人が多

い。韓国人は 日本人よ りは感情 の変化が激 しい人が多く、その表現が激 しくな り、

言語にも現れているのである。

 これ らを見て、 目本語 と韓国語の言語はその民族の民族性が反映 されていると

考 える。

 参考文献が少な く、また、方言 を考えなかったので、誤差が多 くなって しまっ

た。今度は方言の決ま り文句や決ま り文句 についていろんな参考文献を探 してみ

たい と思 う。

【参考資糊

大橋信夫(平 成11)  『国語学大辞典』 東京堂出版

http://210.104.190.155/classroom/k3_2/japan3-1.html
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